























































































































































































































ix 、 i 、 iC は、それぞれ漁獲量、技術水準、総費用を表す。5 技術水準は漁業者特殊的、総費






















































                        （1） 


























それでは、第 2 節において述べた 3 つの共同利用の形態が過剰漁獲にどのような影響を持つかを
考察しよう。そのための最初のステップとして、技術水準の変化が利潤にもたらす影響を明らか












































 ある海域の水産資源を漁業者 A と B の 2 人が共同利用し、そこから利益を得ているとする。
簡単化のため、魚価（ p ）は一定であるとしよう。それぞれの利潤関数を以下のように設定する。 
   .,,,,; jiBAjixxCpx jiiiii    
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Copeland and Taylor (2009), Lasserre and Soubeyran (2003), Ostrom et al. (2002)??????






















































































































           （4） 
が得られる。これは、漁業者 A の技術水準が上昇したとき（ A が小さくなったとき）、漁業者













ば、2 人の漁業者のケースでは、漁業者 A が漁業をとりやめて漁業者 B のみが漁業活動に従事
する代わりに、そこから得られる利益の一定比率を受け取るという取引をすることが可能である。
東北地方のホッキガイ漁業では、漁業組合員全員で船を一隻に集約し、個々の漁業者が資本金を
                                                  
7 例えば、  jiii xxxC   のような費用関数を考えれば、技術水準の上昇が全体の利益の減
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